
  

   

 

  

記念講演：太田 啓子さん 講演テーマ「これからの子どもたちへ～ジェンダー教育と社会」 

 

弁護士。明日の自由を守る若手弁護士の会所属。憲法

カフェを積極的に開催しながら、2020 年に発刊された著書

『これからの男の子たちへ 「男らしさ」から自由になるためのレッスン』

は現在 12 刷となり、韓国台湾でも翻訳されるなど、各所で

大きな反響を呼んでいる。 

 

地域実践報告＋フィールドワーク：鈴木 晶さん テーマ「書を抱き街に出よう～地元からの教材探し」 

横浜市立高校教員。教科書市民フォーラム事務局長。神奈川歴教協会員。部活動「グローカリー」を通じて地元

横浜の調査を生徒たちと長い期間行ってきた。2020年に『旅行ガイドにないアジアを歩く 横浜』を発刊する。

2021年には『神奈川から考える世界史』にも執筆者として参加している。 

 

分科会：裏面にプログラムがあります。ご参照ください。 

 

続報はかなれき HP、Facebook「神奈川県歴史教育者協議会」を参照ください。 

問い合わせ先：神奈川県歴史教育者協議会事務局（kanareki2019@gmail.com）まで 

歴史教育者協議会 

2022年度 関東ブロック集会 

11/27(日) 記念講演 地域実践報告 分科会 

会場：法政大学第二中・高等学校 

（9:15受付開始、9:50開会） 

時間：10:00～11:50（記念講演） 

           13:00～14:00（地域実践報告） 

           14:15～16:30（分科会） 

参加費：対面 1000 円、オンライン 500円 

12/4(日) フィールドワーク in横浜 ※先着 20名程度 

時間：10:00集合（桜木町駅） 

      16:00 解散（元町・中華街駅） 

参加費：2000円（昼食代込み） 

＊全行程が徒歩での移動になります。 

＊途中参加、早退はできません。 

mailto:kanareki2019@gmail.com


 

 

 

✎11/27(日)会場案内図 

 

武蔵小杉駅（JR南武線、 

JR横須賀線、東急東横線) 

より徒歩 15分程度 

 

 

 

 

✎分科会プログラム 

番号 報告者 都道府県 分科会 レポート名 

1 鈴木 康友 神奈川 小１ 給食たんけん隊 ～小学校の個別支援学級で取り組み始めた社会科的学習について～ 

2 齋藤 美紀 神奈川 小１ 種への興味を広げる生活科 ～子どもの思いに寄り添いながら～ 

3 藤田 康郎 東京 小１ 和光小学校の総合学習 沖縄の成立過程と展開 

4 白根 悠子 神奈川 小２ 『島唄』と沖縄戦の授業（小５） 

5 西村 美智子 東京 小２ 現実世界と教室をつなぐ 

6 原 琴音 神奈川 中高 定期テストの作問と分析 ～中１地理におけるまとめプリント持ち込み可のテスト～ 

7 高野 晃多 東京 中高 黒川村訪問記 ～性暴力をいかに語り継ぐか？～ 

8 三橋 広夫 千葉 中高 壬辰戦争（秀吉の朝鮮侵略）と沙也可の授業―小中高生の歴史認識 

9 日達 綾 神奈川 高校１ ウクライナへのロシア軍事侵略と私 

10 大沢 絋希 神奈川 高校１ 模擬裁判員裁判から考える法的思考、評価方法とその課題 

11 松井 知沙 千葉 高校１ 安倍元首相銃撃事件に対する高校生の認識 

12 神山 知徳 千葉 高校２ イギリスは、なぜ 18世紀の戦乱を乗り越え、世界の覇権を握ることができたのか 

13 鮎澤 譲 山梨 高校２ 朝鮮人戦時動員と山梨県出身の俳優・土屋嘉男の戦争体験―高校歴史での教材化 

14 田巻 慶 千葉 高校２ 歴史総合で試みる探究的な学び ～問いを表現する活動からレポート作成まで～ 

 

✎申込方法 

【パソコンから】専用フォーム URL（https://forms.gle/y3K68vNseMBKa4zJ6）より 

お申し込みください。 

【スマートフォンから】QR コードを読み取り、専用フォームよりお申し込み 

ください。 

 
 

https://forms.gle/y3K68vNseMBKa4zJ6

